リスクチェック表
●リスクチェック（行事当日に最終チェックすること）
	要因
	Check
	リスク
	参加者に伝えること
（セーフティトーク）

	環境要因（自然環境・活動環境）
	動物
	

	

	


	
	植物
	
	

	


	
	気象
	
	

	


	
	地形
	
	

	


	
	水辺
	
	

	


	
	用具・施設
	

	

	


	
	プログラム
	

	

	


	人 的 要 因
	参加者
	

	

	

	
	指導者
	

	□リスクに関する伝達漏れで、参加者が危険な目にあう
	・進行役以外のスタッフが漏れがないか確認し、漏れそうなときは質問したり、補足したりする

	
	
	


	□ヒューマンエラーがないか確認する
・情報共有の不足　　　　　　　　　　　　　・見落とし
・各自の体力・能力への過信　　　　　　　　・忘れ物
・見間違い、聞き間違い、思い違い、勘違い　・体調不良・注意散漫

	
	
	


	□バイアス（思い込み）がないか確認する
・いつも使っているから大丈夫　　 ・ここでハチは見たことないから大丈夫
・台風はだいたいそれるから大丈夫 ・このくらいの雨だったら大丈夫
・◯◯さんがいるから大丈夫　　　 ・スタッフがいっぱいいるから大丈夫


●参加者・スタッフが心地よい場をつくるための約束
	Check
	チェック項目

	
	□子どもの心と身体を守るための6項目（チャイルドプロテクション6）についてスタッフ間で、確認・共有した　

	
	□個人の尊厳を不当に傷つける行為の禁止のための6項目（ハラスメント防止6）についてスタッフ間で確認・共有した


●行事開催中のチェック項目
	Check
	チェック項目

	
	セーフティトーク（セルフエイド・リスク回避について参加者に伝える）

	
	プログラムの進行に没頭し、参加者の疲れへの配慮など、安全対策がおろそかになっていないか

	
	どんな場合でも救助者の安全をまず考え、次に二次的事故が起こらないように配慮する

	
	事故・ケガについて細かい記録をとる


・プログラム実践計画書・アクティビティ実践計画書とあわせて活用してください
・この様式は、日本シェアリングネイチャー協会WEBサイトからダウンロードできます。
